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第52回大会〕

ポスターセッション

　６月３日（土）第Ｐ会場　9 :30～16 : 00

lp-1 ファミリー・サポート・センターの活動に関す
　一子どもの支援を中心として一　　　　野城

ポスターセッション
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【目的】前回の報告は、①職業生活と家庭生活の両立支援、②地域のネットワーク作り、

③就業機会の創出という視点から考察したが、第2報は、子どもの支援を中心として援助
活動の仕組みについて考察する。援助活動は原則として提供会員の家庭で行われるので、
家庭保育が部分的・臨時的に行われることになる。援助活動の仕組みの実態を把握するこ
とにより、子どもの立場を考慮した工夫と、問題点及び今後の方向性を検討する。

【方法】1998年9月の時点で設立されていた（予定も含む）ファミリー・サポー1ヽ・セン
ター41か所を対象として、1998年10月から1999年5月にかけて、資料収集（27か所）と、

担当者（14か所）及び都道府県の担当者（2か所）へのヒアリング調査を実施した。あわ
せて、ファミリー・サポート・センター創設にあたり参考事例とされた、家庭保育ネット
ワークの代表者のヒアリング調査も1999年5月に実施した。以上の調査から得られた実態

をもとに、各地域の援助活動の仕組みについて検討する。
　【結果】ファミリー・サポート・センターは労働省の事業であるが、育児の援助活動とい
うことから、アドバイザー（非常勤職員の担当者）は保育所保母・幼稚園教諭などの経験
者がほとんどである。育児に関する経験を生かして、援助活動の手引きやしおり、会報な

どが作成されていた。援助活動の運用に際し、子どもを含めて会員間の事前打ち合わせを
実施する、会員間の組み合わせは可能ならば継続して行うなどの工夫がみられた。しかし、
緊急の場合は会員間の組み合わせが円滑にいかないこともあること、また、不規則にしか

も幾つかの家庭で子どもが援助を受けることに対して懸念とする地域もみられた。

１Ｐ-２　　　子どもの食物繊維（ＤＦ）摂取の現状と推奨量についての考察

　　　　　　○中根万理子　園田史夏　山田晴子　吉田佳子　松下由実

　　　　　　　徳野裕子　山崎貴子　本間健　（日本女子大学）

　［目的］近年食の多様化などから特に若年者のDF摂取状況は悪化していることが予
想され、また慢性疾患の予防を考える上で小児・学童期の食事は重要視すべきである。
しかし日本において子どものDF摂取状況を調査分析した報告が少ないことから、東
京都の小学生のＤＦ摂取状況を調査した。さらに、現在子どものＤＦ摂取目標量はlOg
／1000kcalとされている一方、近年米国では新たに「年齢＋5g」という量が提案され
たことから、子どものDF摂取目標量の観点からの検討も行った。［方法］1999年５
月東京都狛江市の公立小学校２年生、５年生を対象に連続した平日２日間の食事調査
を行った。朝食・夕食・間食の内容を生徒の保護者に記録してもらい、昼食は当日の
給食とした。得られた計157人のデータからProsky変法により定量された科学技術庁
資源調査会編「日本食品食物繊維成分表」を主に用いDF摂取量を算出した。［結果］
２年生､５年生の総DF摂取量はそれぞれ12.5g／日と15.1g／日であった。目標量『lOg
／lOOOkal』と「年齢＋5g」を満たしていた子どもの割合はそれぞれ1.9%と42%だっ
た。DFの供給源は淡色野菜、緑黄色野菜、小麦類の順に多く、「年齢＋5g」量を満た
していない群（非充足群）のほうが小麦類からの摂取が有為に多かった。非充足群で
は充足群に比べ１日のＤＦ摂取のうち給食からの摂取割合が多く、51％を給食から摂
取していた。充足群のほうが、エネルギー、カリウム、マグネシウム、カロチン、鉄、
ビタミンＡ効力を多く摂取していた。非充足群のほうがコレステロール摂取平均値が
高かった。
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